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Case
Study 4

きたおか・しゅういち 1950年、福井県出
身。1988年頃から徐々に視力が低下。1993
年、視力低下を理由に家電販売業を廃業。国
立身体障害者リハビリテーションセンターで

学び、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師の国家資格を
取得。1996年から現職。
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所在地：東京都杉並区高井戸西1-12-1

北岡さんは、にこやかに
話され、同僚としても頼
もしい存在です。

Message ・・・・・・・・

高齢者にとって身体機能の維持は切実なも
のです。老人ホームに機能訓練指導員が存在
する意義は大きく、お年寄りが機能回復する
効果はめざましいものがあります。高齢者は
弱っていく存在ですが、可能な限り身体機能

を維持するには、一人一人の状態をつぶさに把握している北岡
さんのような機能訓練指導員が欠かせません。加えて、施設内
でじっくり1対1で交流できる存在は貴重で、心理的にプラスに
働き、入所者の気持ちを和らげてくれています。
北岡さんの場合、もともと優しい人柄であると感じますが、ご
自身の視覚障害を通しての痛みは、高齢者への優しさや思いや
りにつながっているのではないでしょうか。


